






























































































１６４ 松山大学論集 第１７巻 第２号
男子学生 女子学生 全体






















































































































































































介行為である（cf. Brown & Levinson.１９７８,１９８７）。















































Ｂ：いいえ それでは あんまり [Hasegawa１，１５５－１５６］
「遠慮」の発話「マアあんなおたかいところへ いえ こちらに いただきま
す」の発話に際して，客の婦人は波平一家とはヨソサマの関係にあることを認
識している。従って，【必要十分条件１】が満足されている。また，彼女は，
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ヨソ者扱い
ヨソモノ関係からヨソサマ関係への移行／昇格
〈ら〉
埒外
リップサービス
礼儀：「親しき仲にも礼儀あり。」
〈わ〉
わきまえ
場をわきまえる （ 場）
分をわきまえる （ 分）
言語行為から見たラポールマネジメント：「遠慮」という言語行為 １９１
